

















１) 松 岡 義 典 氏
(高知医療センター看護局､ 修士10期生)






































冨 川 順 子
(浅香山病院 精神看護専門看護師､ 博士６期生)
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１) 山 本 雅 子 氏
(高知県健康政策部健康長寿政策課､ 23期生)
自らの保健師経験の歴史について紹介され
















































岡 本 しのぶ 氏 (高知赤十字病院)
山 本 恵 理 氏 (高知赤十字病院､ 51期生)
｢療養支援ナース｣ という退院支援を中心に
担う看護師を病棟に配置する取り組みをされて
いる､ 高知赤十字病院看護師の山本氏と岡本氏
に話題提供していただいた｡ 高知赤十字病院で
の療養支援ナース配置の取り組みの経緯と､ 療
養支援ナースが行った退院支援の事例 (誤嚥性
肺炎で入退院を繰り返している高齢者の事例､
病状が不安定な慢性呼吸不全患者の事例) につ
いて発表していただいた｡
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誤嚥性肺炎で入退院を繰り返している高齢者
の事例からは､ 的確な予後予測・適切な嚥下評
価・家族背景や家族が歩んできた歴史を踏まえ､
考えられる選択肢を患者・家族に提供していく
必要性､ 病院・地域､ 両方の看護師が情報を出
し合い話し合っていく必要性について意見交換
した｡ また､ 病院・地域それぞれが持っている
嚥下評価のデータを経時的に共有するという新
たなアイデアも生まれた｡ 慢性呼吸不全患者の
事例では､ 病院看護師が入院早期から訪問看護
師に情報提供する､ 訪問看護師が退院後の経過
を病院看護師にフィードバックする必要性につ
いて話し合われた｡
そして､ 訪問看護師が入院中から療養場所の
意思決定支援にも関わっていくことや､ 在宅療
養について医師の理解を深めるための働きかけ
など､ 病院看護師と地域側の看護師が協力して
在宅移行を進めていく取り組みについても話し
合った｡
参加された方々が経験した事例や､ 抱えてい
る悩み・課題についてありのまま語っていただ
き､ 学びの多いワークショップとなった｡
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